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《国語科》

幅広く本に親しむための読書指導の工夫

～ブックトークを取り入れた学習を通して～

那覇市立真和志小学校教諭 比嘉 陽子

� テーマ設定の理由

近年 「活字離れ」や「読書離れ」が叫ばれている。本県においては 「基礎学力」の定着， ，

， ， ，を図る取り組みの一つとして 理解力や思考力 表現力の基盤となる言葉の力を習得する上で

読書が果たす役割が大きいことを共通確認し 「朝の読書」や「読み聞かせ」などの読書活動，

を展開している。その結果，児童の読書量は確実に増加してきた。そこで，今求められるのは

読書の量に加えて読書の質ではないだろうか。

小学校学習指導要領解説国語編によると 「読むこと」アに関する指導事項は読書に親しむ，

態度の育成を重視し，生涯にわたって読書に親しみ，読書を通して生活を豊かにする人間の育

成を目指している 「読書を楽しむ 「読書に親しむ」という表現が多く用いられ，その重要。 」

性を明確にしているのも，読書の楽しさが味わえるようになった子どもは次々と読書活動を展

開することができるからだと考えられる。

では，本学級の実態はどうであろうか。アンケート調査の結果， ％の児童は読書が「大50

好き・好き」と答えた 「あまり好きではない・きらい」の児童は約 ％で，残りの ％の。 10 40

児童は「ふつう」であった。読書が「大好き・好き」な児童の多くは「おもしろい 「楽しい」

気分やうれしい気分になる 「本当にはおこらないことも書いてあるから楽しい 「いろいろ」 」

なことがわかる」など読書によって多様なことを知る喜びを感じている。一方 「ふつうあま，

り好きではない・きらい」の理由としては「字ばかりでつまらない 「読んでも意味がわかり」

にくい 「めんどうくさい」など，内容の良さを感じられないものが主である。これは読書を」

楽しむ経験が少ないため，自ら進んで読書をしない，そのため良書に出会っていないという悪

循環が考えられる。

そこでブックトークを取り入れる読書指導について工夫したいと考えた。まず，本を読み広

げさせるために，教科書教材と関連させたブックトークを取り入れるように単元を構成し，児

童が本と出会う場を計画的に設定する。そして，読んだ本を紹介し合うことを通して，本のお

もしろさや読書の喜びを味わわせ，本に親しむことができるのではないかと考え，本研究テー

マを設定した。

� 研究目標

幅広く本に親しませるために，ブックトークを取り入れた読書指導の工夫について研究

する。

� 研究の方針

１ 第三学年という発達段階をふまえ，ブックトークのテーマのもとに読み広げる工夫を

する。

２ 本のおもしろさやよさにふれられるような工夫をする。
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� 研究構想図

� 研究の内容と方法

１ 幅広く本に親しむとは

小学校学習指導要領解説国語編の

「読むこと」に関する学年目標（資料

１）によると，児童の発達段階を踏ま

え，中学年では「幅広く読書をしよう

とする態度を育てる」ことが目標とな

っている。幅広く読書するということ

は物語中心の読書から説明的な題材や

詩など，ふだんあまりふれ得なかった分野へ読書を広げることを意図している。また同資料

の「読むこと」�の言語活動に，中学年では動物が主役として登場する物語に興味をひかれ

やすく，それをきっかけにその作者の本を読み広げることも多いと述べられている。それは

作品のおもしろさにひかれ読み広げている状態だといえる。

そこで，幅広く本に親しむとは，新たな視点をもって本を読み広げ，その本のおもしろさ

やよさにふれていることだと捉える。幅広く本に親しませるための読書指導の工夫として，

ブックトークを効果的に取り入れる。

２ ブックトークとは

ブックトークは，ある一つのテーマのもとに何冊かの本を紹介することであり，読書への

， 。興味・関心を喚起することを目的に 子どもを対象に教師や司書が行うことが一般的である

まず，ブックトークはテーマや本を選ぶことから始まり，紹介の方法を工夫して行う。一

， ，冊の本からいろいろなテーマのブックトークができ 紹介の方法も対象の発達段階をふまえ

図１のように様々である。いずれにしても時・場所・対象をおさえて効果的に行うことが大

切だ。

【 め ざ す 児 童 像 】 幅 広 く 読 書 す る 子

【研究テ ー マ 】

幅 広 く 本 に 親 し む た め の 読 書 指 導 の 工 夫

児童の 実 態 教 師 の 願 い 授 業 の 反 省

ブ ッ ク ト ー ク を 取 り 入 れ た  

単 元 の 構 成  

・ シ ナ リ オ の 作 成  

・ ブ ッ ク ト ー ク 発 表 会  

本 の よ さ に ふ れ る 工 夫  読 み 広 げ る 工 夫  

・ 本 の 選 定 と 環 境 整 備  

・ テ ー マ の 選 定  

低 学 年 楽 し ん で 読 書 を し よ う と す る 態 度 を 育 て る

中 学 年 幅 広 く 読 書 を し よ う と す る 態 度 を 育 て る

高 学 年 読 書 を 通 し て 考 え を 広 げ た り 深 め た り し よ

う と す る 態 度 を 育 て る

（小学校学校指導要領解説より）

資料１「読むことに」に関する学年目標
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今回，ブックトークを児童に行

わせることで，目的意識を持った

読書をさせたいと考えている。児

童もブックトークを行うことによ

って，体系的に読書する楽しさや

，本のおもしろさを味わうとともに

互いのブックトークを聞いて相互

交流し読書への関心を高めること

ができるからである。

発表会に至る学習過程を想定すると，ブックトークは長時間を要するという印象がある。

そこで，本を読み味わうことに時間をかけ，方法の選択やブックトークの準備については指

導のポイントを押さえて円滑に行うことが重要だと思われる。工夫してブックトークを取り

入れることによって，多くの本に出会わせ，楽しみながら本に親しませる。

３ ブックトークを取り入れた指導の工夫

( ) 本を読み広げる1

�本の選定と環境整備

読書材として価値の高いとされている本の中から，児童の興味・関心を喚起するような動

物が主人公の本や，ジャンルを広げるための自然や言葉，民話などの本で，中学年に適した

本を選定する。それらの本を学校図書室や地域の図書館から揃え，教室に図書コーナーを設

置し，テーマに合った本を選んだり，いつでも本が読めたりするようにしておく。なお，選

定した本のリストは資料編に掲載する。

�テーマ選定の仕方

本やテーマの決め方には，次の２つの方法がある。本を先

に決め，その共通点をもとにテーマを決定する方法と，テー

マを先に決め，それに関連した本を集めていく方法である。

後者は，体系的に本を選ぶという今までとは違った視点の楽

しさを感じ，今まで手にしなかった本への幅広い出会いが期

待できる。

そこで，後者の方法を取り入れる。児童にブックトークを

行うという目的意識をもたせることで，興味あるテーマを選択

， 。し テーマに合った本を読み広げさせることができるからだ

図２に示したブックトークの流れを児童に知らせ，学習の

見通しと目的意識をもたせる。

その際，重要なことはテーマの選定である。テーマになり

えることは数限りなくあり，テーマによっては本を探すこと

。 ，が難しくなる ブックトークを初めて経験する児童にとって

。 ，適切なテーマを決めることは容易ではないだろう そのため

教師が読ませたい本を先に選定し，その本が読み広げられる

ように意図したテーマを図３のように絞り，その中から児童

にテーマを選ばせるようにする。
図３ 選定したテーマ

・動物・ねこ・イヌ・さる

・オオカミ・きつね

・ライオン

・ねずみ・しぜん・海・川

・冬のお話・民話・ふしぎ

・ か っ ぱ ・ ま ほ う ・ 言 葉

・ 三 木 卓 ・ 馬 場 の ぼ る

・ ジ ョ ン ＝ バ ー ニ ン ガ ム

図２ブックトークの流れ

�テーマの選定

�本の選択

�グルーピング

�グループによる本や

方法の選択

�シナリオ作成

�準備・練習

�ブックトーク発表

・読み聞かせ・ストーリーテリング

低学年 ・ペープサート・パネルシアター・クイズ

。中学年 ・同じ書名の本の紹介・実物や模型を見せる

。・音楽を流す・参加者全員で斉唱したりする

・読み聞かせ・ストーリーテリング・クイズ

。高学年 ・音楽を流す・参加者全員で斉唱したりする

・作者や作品の背景，作られた年代，書評な

ども盛り込んで紹介する。

図１ ブックトークの方法（一般例）
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( ) 本のよさにふれる2

�シナリオ作成

ブックトークにおけるシナリオ作成は，その本の

よさを伝えるために重要だといえる。児童は選定し

た本のよさを伝えるために，紹介者自身が読み味わ

， 。い そのよさをシナリオにまとめなければならない

テーマのもと読み広げた本のよさは，まさに本の主

題であったり，展開の仕方であったり，発想のおも

しろさであったりする。あるテーマのもと複数の本

を紹介するため，テーマに基づいた比較読みの紹介

もブックトークならではのおもしろさである。

しかし，第３学年ということを踏まえて，シナリ

オ作成の視点（図４）を提示する。テーマは必ず明

記させ，�～�の中から必ず一つは書くことを指示

する。また書く際には「聞いている人にわかりやすく 「もっとおもしろさが伝わるように」」

などと声掛けを行い，聞き手を意識させることも大切である。ブックトークの方法も児童の

実態に合わせて，図５のように５つの方法だけを提示する。とまどっているグループに対し

ては，図６のシナリオ例を提示して，イメージを持たせるような支援をする。

�ブックトーク発表会の持ち方

ブックトークは，本について語り本のよさを伝えることである。児童は，ブックトークを

行うグループ（以下演じ手）になったり聞くグループ（以下聞き手）になったりする。そこ

で，ブックトーク発表会は，演じ手は伝わった喜びを感じることができ，聞き手は演じ手の

良さや思いに気付けるように工夫する。

そのため，図７のように演じ手と聞き手の距離を縮めるような

場を設定し，演じ手は同じ場所でブックトークを４回行い，聞き

手はグループで移動し，４カ所でブックトークを聞くことができ

るようにする。また演じ手も聞き手も３～４人程の少人数を１グ

ループとすることにより，一人一人の活動場面を多く持たせる。

演じ手は全員役割があり，聞き手はブックトーク直後にワークシ

ートを記入し，全員が自分の感想や思いを発表する。両方の役割

を経験している児童どうしが互いのよさや本のよさを伝え合うこ

図４ シナリオ作成の視点

シ ナ リ オ に 入 れ る こ と
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bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

� テ ー マ （ 必 ず 入 れ る も の ）

� 登 場 人 物 の こ と

� お も し ろ か っ た と こ ろ

� ふ し ぎ な と こ ろ

� み ん な に 読 ん で 欲 し い と 思 う と こ ろ
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

（ ）�～�の中から一つ以上は選んで入れる

図 ６ シ ナ リ オ の 例 （ 読 み 聞 か せ を す る パ タ ー ン ）

�おもしろかったところを開き，その

部分だけ読む。

�結末が気になるように紹介する。

�クイズを入れる。

�内容の変化をペープサートの表裏を

使って表現する。

�全部読み聞かせをする

図５ ブックトークの方法

� テ ー マ の こ と

わ た し た ち グ ル ー プ は 「 き つ ね 」 と い う テ ー マ で ブ ッ ク ト ー ク を し ま す 。

� １ さ つ 目 の 本 の こ と （ 登 場 人 物 ・ お も し ろ か っ た と こ ろ ）

さ い し ょ は 「 と も だ ち や 」 と い う 本 を し ょ う か い し ま す 。 こ の 本 に で て く る き つ ね は お 金 を も ら っ

。 。てともだちになるともだちやをはじめます でもオオカミに出会って本当の友だちになるお話です

こ の 本 を 読 む と き つ ね さ ん よ か っ た ね ， と い う 気 持 ち に な り ま す よ 。 ぜ ひ よ ん で み て く だ さ い 。

� ２ さ つ 目 の 本 の こ と （ 登 場 人 物 ・ 聞 き た く な る よ う な 言 い 方 ）

次は「はなますのおかのきたきつね」という本をしょうかいします。この本に出てくるきつねは

家 族 の き つ ね で す が ， い っ ぴ き だ け 小 さ く て 兄 弟 に 負 け て ご は ん が う ま く 食 べ ら れ な い き つ ね が 出

て き ま す 。 そ の き つ ね は ど う な る の で し ょ う 。 今 か ら 読 み 聞 か せ を し ま す の で 聞 い て 下 さ い 。

図７ 場の設定の工夫

聞き手は
→→移動→→

演 じ 手

聞 き 手
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→
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学習目標 主な学習活動 教師の支援 ○評価 ☆方法
（１／３時間） ・ 屋根のうかれねずみ ・教科書ではなく，教科書の読み ○話の内容の大体を『
・ 屋根のうかれねず たち』の読み聞かせを 物が実際に載っている本で 「屋 理解して感想を書『 ，

。みたち』のおもし 聞き，初発の感想を書 根のうかれねずみたち」と「の くことができたか
ろさに気付き，感 く。 らねこ」の本を紹介することに 〈書く能力〉
想を持つ。 ・登場人物や話の中心， よって，２つの本にねこという ☆ワークシート

。第 それぞれの人柄や特徴 テーマがあることに気付かせる
について気付いたこと ・ブックトークのテーマになりえ
を発表する。 る要素として，登場人物や物語

の主題などを意識させる。
（２／３時間） ・自分のおもしろかった ・おもしろかったことを伝えるこ ○めあてにそって読一
『 。・ 屋根のうかれねず ところを中心に音読す とに視点を明確にし音読のめあ むことができたか

〈 〉みたち』をめあて る。 てをもたせる。 読む能力
を持って音読し， ・３次でのブックトークに生かせ ☆ふりかえりカード
友だちがおもしろ るよう，相手に伝えるための読次
いと感じたところ み方を意識させる。
を自分たちのグル ・読めない漢字や難語句があれば
ープと比較したり ・グループごとに発表 解決しておく。
共感したりして楽 し，互いの音読を聞き
しむ。 合う。
（３／３時間） ・読みたい場面を話し合 ・役割読みをするときの視点を明 ○めあてにそって役
『 。・ 屋根のうかれねず い，役割を決めて音読 確にし，めあてを持たせる。 割読みができたか

三 みたち』をめあて する。 ・３次でのブックトークに生かせ 〈読む能力〉
を持って音読し， るよう，相手に伝えるための読 ☆ふりかえりカード

時 お互いの友だちの み方を意識させる。
音読のよさに気づ

間 く。

（１／５時間） ・ のらねこ』の読み聞 ・読み聞かせをし，興味や意欲を ○話の内容の大体を『
・ のらねこ』のおも かせを聞き，初発の感 持たせる。 理解して感想を書『

。第 しろさに気付き， 想を書く。 ・ブックトークのテーマになりえ くことができたか
〈 〉感想を持つ。 ・登場人物や話の中心， る要素として登場人物や物語の 書く能力

それぞれの人柄や特徴 主題などを意識させる。 ☆ワークシート二
について気付いたこと
を発表する。次

（２／５時間） ・ ねこ」をテーマとし ・２つの物語教材は簡単に紹介し ○ブックトークを聞「 ，
・楽しんでブックト たブックトークを聞 他にもタイプのちがうねこの本 いて本を読む意欲
ークを聞き，テー く。 を使ってブックトークを聞かせ がわいてきたか。，

〈 〉マに合った本を読 同じねこでも比較するおもしろ 関心・意欲・態度
む。 さを味わわせるようにする。 ☆ワークシート
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とで，喜びを感じることができる。このような相互交流を行うことで，読書への意欲を更に

高めることができると考える。

( ) ブックトークを取り入れた単元の構成3

読書単元「本の世界を広げよう （ 時間扱い）において，ブックトークを学習活動に取り」 16

入れるために，表２のように単元を構成した。教科書教材「屋根のうかれねずみたち 「のら」

ねこ」を動物ねこが登場しているおもしろい本として紹介し，ブックトークの導入として扱

いたい。２つの読み物には，全くタイプの違う動物ねこが出てくることから，ねこをテーマ

とし，その比較からおもしろさを味わわせたい。

第１次と第２次では，形式的な読み取りの指導に陥ることなく，児童が主体的におもしろ

かったところを探せるよう，個人，グループと形態を変え学習させる。また，第２次の「の

らねこ」では，授業の最後 分程度は教師によるブックトークを取り入れ，児童にもできそ15

うなわかりやすいブックトークを工夫することによって聞くことを楽しみ，自分たちもブッ

クトークがしたいと思えるようにする。第３次では，児童がブックトークをするための準備

と発表である。それぞれが自分がおもしろいと感じた本のよさをグループで共有したりそれ

を伝えるための工夫をすることで，読む喜びを感じさせ，本に親しむことをねらいとしてい

る。

表２ 単元構成表

・点や丸に気をつけ
て読む。

・心をこめて読み，
役になりきる。

・はっきりゆっくり
読む

・息を合わせて読む
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（３／５時間） ・自分のおもしろかった ・おもしろかったことを伝えるこ ○めあてにそって音
・ のらねこ』をめあ ところを中心に音読す とに視点を明確にし音読のめあ 読できたか。『

， 〈 〉てをもって音読し る。 てをもたせる。 読む能力
友だちがおもしろ ・３次でのブックトークにいかせ ○楽しんでブックト
いと感じたところ るよう，相手に伝えるための読 ークを聞くことが
を 自 分 た ち の グ ル み 方 を 意 識 さ せ る 。 で き た か 。

〈 〉第 ープと比較したり ・読めない漢字や難語句があれば 聞く能力
共 感 し た り し て 楽 ・ 男 の 子 」 を テ ー マ と し 解 決 し て お く 。 ☆ ふ り か え り カ ー ド「
し む 。 た ブ ッ ク ト ー ク を 聞 く 。 ・ の ら ね こ に 出 て く る 「 リ ョ ウ 」
・ブックトークを聞 という男の子とは全然違うタイ

，二 き ， テ ー マ に 合 っ プ の 男 の 子 が 出 て く る 本 を 選 び
た本を読む。 ひとつのテーマから広がりを持

た せ ら れ る よ う に す る 。
（ ４ ／ ５ 時 間 ） ・ グ ル ー プ ご と に 発 表 し ， ・ グ ル ー プ ご と の 音 読 の 視 点 を 明 ○ め あ て に そ っ て 音

次 ・ の ら ね こ 』 を め あ 互 い の 音 読 を 聞 き 合 う 。 確 に し ， め あ て を も た せ て 活 動 読 で き た か 。『
て を も っ て 音 読 し さ せ る 。 〈 読 む 能 力 〉，
友だちがおもしろ ・ブックトークをした後，児童に ○楽しんでブックト
いと感じたところ 好きな作者を思い出せることに ークを聞くことが
を自分たちのグル よって，自分でもブックトーク できたか。
ープと比較したり ができそうだ，やってみたいと 〈聞く能力〉
共 感 し た り し て 楽 ・ 作 者 」 を テ ー マ と し た い う 思 い を 持 た せ る 。 ☆ ふ り か え り カ ー ド「
し む 。 ブ ッ ク ト ー ク を 聞 く 。
・ブックトークを聞
き ， 本 を 読 む 。

五 （５／５時間） ・読みたい場面を話し合 ・役割読みをするときの視点を明 ○めあてにそって音
時 ・ の ら ね こ 』 を め あ い ， 役 割 を 決 め て 音 読 確 に し ， め あ て を 持 た せ る 。 読 で き た か 。『
間 て を 持 っ て 音 読 し す る 。 ・ 動 物 と い う 大 き な 枠 で も ブ ッ ク 〈 読 む 能 力 〉，

友だちがおもしろ トークができることを知らせ， ○楽しんでブックト
いと感じたところ 自分でもブックトークができそ ークを聞くことが
を自分たちのグル うだ，やってみたいという思い できたか。

〈 〉ープと比較したり を持たせる。 聞く能力
共 感 し た り し て 楽 ☆ ふ り か え り カ ー ド
しむ。 ・ 動物」をテーマにブッ「
・ ブ ッ ク ト ー ク を 聞 ク ト ー ク を 聞 く 。
き ， 本 を 読 む 。
(１／８時間) ・いくつかのテーマの中 ・児童の実態に合ったいくつかの ○自分のテーマを見
・自分の「テーマ」 から自分のテーマを決 テーマを提示し，その中から自 つけることができ
を 選 定 す る 。 め る 。 分 の テ ー マ を 選 べ る よ う に す る た か 。。

〈 〉関心・意欲・態度
☆ ワ ー ク シ ー ト

(２／８時間) ・ブックトークをするた ・本を紹介するには内容をよく把 ○進んで読書をする
・ テーマ」にそった めテーマに合った本を 握することが大切だと話し，本 ことができたか。「

〈関心・意欲・態度〉本を見つけるため 探し，読み広げる。 選びは慎重にさせる。
に い ろ い ろ な 本 を ☆ ワ ー ク シ ー ト

第 読 む 。
( ３ ・ ４ ／ ８ 時 間 ) ・ 同 じ 「 テ ー マ 」 で グ ル ・ 一 人 一 人 の 思 い を 大 切 に し ， グ ○ 「 テ ー マ 」 に 合 っ
・グループで協力し ープになり，話し合い ルーピングをする。 たいろいろな本を
合 い 「 テ ー マ 」 に な が ら 本 を 選 定 す る 。 ・ 同 じ テ ー マ の 仲 間 が い な い 場 合 読 む こ と が で き た
合 っ た 本 を 選 ぶ 。 � よ り よ い 本 を 選 定 す る は そ の 児 童 同 士 で グ ル ー プ を 作 か 。

三 ために互いが選んだ本 り，それぞれのテーマでブック 〈読む能力〉
を 紹 介 し 合 う 。 ト ー ク を さ せ る こ と に す る 。 ☆ ワ ー ク シ ー ト
�友達がすすめた本のよ ・本の選択が重要だということを
さを知るために読んで 強調し，あせらずに本を読んで
み る 。 ゆ っ く り 選 べ る よ う 支 援 す る 。

次 ( ５ ・ ６ ／ ８ 時 間 ) ・ 書 く 内 容 や 方 法 を 決 め ， ・ 物 語 の お も し ろ さ を 伝 え る と い ・ 友 達 と 協 力 し 合 い
・ブックトークの方 シナリオを書く。 うめあてを意識させ，めあてが 物語のおもしろさ
法 を 決 め ， グ ル ー ・ 役 割 を 分 担 し ， 準 備 す 達 成 で き る よ う に 支 援 す る 。 を 伝 え る た め の ブ
プで協力して準備 ることについて話し合 ・話し合いや準備がうまくいって ックトークの準備
を す る 。 い ， 協 力 し て ブ ッ ク ト い な い グ ル ー プ に は 援 助 を す る が で き た か 。。

〈 〉ークの準備をする。 関心・意欲・態度
( ７ ・ ８ ／ ８ 時 間 ) ・ め あ て を も っ て ブ ッ ク ・ ブ ッ ク ト ー ク を 行 う と き と 聞 く ・ 物 語 の お も し ろ さ
・本のおもしろさが トークをしたり聞いた ときの観点を明確にし，めあて を伝えるためのブ
伝 わ る よ う な ブ ッ り す る 。 を も た せ る 。 ッ ク ト ー ク が で き八
ク ト ー ク を す る 。 ・ 他 の グ ル ー プ の ブ ッ ク ・ う ま く い っ て い な い グ ル ー プ に た か 〈 話 す 能 力 〉時 。
・ブックトークを聞 トークを聞いて良いと は支援をする。 ・友達のブックトー間
いてお話のおもし ころや感想をワークシ クを聞いて話のお
ろ さ や ， 友 達 の ブ ー ト に 書 き ， 発 表 す る 。 も し ろ さ を 見 つ け

。ック ト ー ク の 良 さ る こ と が で き た か
〈 〉を見つけ，伝える 聞く能力

る ☆ ワ ー ク シ ー ト。

・はっきりゆっくり
読む。

・息を合わせて読む。

・はっきりゆっくり
読む。

・声の大きさに気をつ
ける。

・点や丸に気をつけて
読む。

・心をこめて読み，役
になりきる。
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� 授業実践

本の世界を広げよう１ 単元名

「屋根のうかれねずみたち」ジェイムズ＝マーシャル（教育出版）２ 教材名（題材名）

「のらねこ」三木卓（教育出版）

本のおもしろさを感じ取り，幅広く読書しようとする。３ 単元目標

○テーマのもとに本を選び，読み広げる （関心・意欲・態度）。

○本のおもしろさを感じ取り，内容を大きくまとめたり，紹介したい部分を取り上げたり

するなど，自分のおもしろかったところが伝わるように工夫してシナリオを書く。

（ ， ）書く能力 言語についての知識・理解・技能

○目的や場に応じて適切な音量や速さでブックトークをしたり，話の中心に気をつけ，ブ

。 （ ）ックトークを聞いたりする 話す・聞く能力

４ 単元について

( ) 教材観1

本単元はある「テーマ」をもとに本を探すというこれまでとは違った視点から本を選ぶこ

， ， 。とによって 本のおもしろさを感じ取り 日常の読書活動を豊かにすることを意図している

「 」 ， 「 」単元に含まれている２つの物語はどちらも ねこ が登場する話だが それぞれの ねこ

のタイプが全く違い，それぞれのおもしろさが楽しめる 『屋根のうかれねずみたち』は発。

想の逆転があり，ナンセンスのおもしろさが感じられる作品である。また 『のらねこ』は，

独特の文体で，優しさとユーモアが感じられる作品である。

( ) 児童観2

月に行ったアンケートによると，読書が「ふつう，あまり好きではない」児童が学級11

の ％を占めている。しかし「読み聞かせは好き 「自分で読むのはいやだけど誰かと一緒50 」

に読むのは好き」と形態が変わったり 「誰かにすすめられたら読んでみたいと思う」など，

きっかけがあったりすると読む意欲が高まることを示している。そこでブックトークを工夫

し，取り入れることによって，一つのテーマから本を読み広げさせるとともに，本を読む楽

しみや良さを味わわせ，読書に親しむ児童に育てたい。

( ) 指導観3

本を読み広げ，本のよさを味わうために，児童が行えるようなブックトークを工夫し，取

り入れ，幅広く本に親しませたい。

まず，ブックトークを行うためにテーマをもち，テーマに合った本を選ぶという今までと

は違った視点から，児童は楽しんで新たな本や新たなジャンルの本に出会い，読み広げるこ

とができると考える。児童はブックトークを行うという目的をもつことで，一部の児童にみ

られる絵だけを見るような表面的な読みをするのではなく，本の内容を理解し，本のおもし

ろさやよさを味わえるような本の読み方ができるようにしたい。児童にブックトークをさせ

るには，シナリオ作成が必要となる。本のおもしろさを伝えるためのシナリオ作成をするこ

とによって，本をじっくり読み，本のよさにふれることができる。

また，お互いのブックトークを聞いた後に，感想を発表し合い，自他のよさを認める場を

設定することで，本のよさが伝わった喜びを感じることができ，さらに幅広く本を読んでい

こうとする意欲を育てたい。
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５ 本時の学習

( ) 目標 ○本のおもしろさが伝わるようなブックトークをする 〈読む・話す能力〉1 。

○ブックトークを聞いてお話のおもしろさや，友達のブックトークのよさを見つ

ける 〈聞く能力〉。

( ) 本時における具体的な手だて2

， ， 。・ブックトークに主体的に参加させるために 演じる時 聞く時のめあてを明らかにする

・少人数の中でブックトークを行い，活動形態を工夫することによって，演じ手全員が役

割をもち，聞き手全員が発表できるなど，互いの思いを伝えやすくする。

・ブックトークを聞いた友達から，ブックトークの良い点や感想を聞くことにより，本の

おもしろさを伝えられた喜びを感じられるようにする。

( ) 評価4

。〈 〉○本のおもしろさが伝わるようなテーマに合ったブックトークができたか 読む・話す能力

○ブックトークを聞いてお話のおもしろさや，友達のブックトークのよさを見つけることが

できたか。 〈聞く能力〉

(3) 本時の展開

学習活動と主な発問 教 師 の 支 援 評 価 と 方 法
１ 前時の学習を振り返らせ，ブ ・前時の学習を振り返らせ，良かったこ ・今日のめあて

導 ックトークをやったグループの とを話し，本時の課題につなげる。 を把握できた
入 よさを思い出す。 ・ブックトークをするときのめあてや聞 か。

〈 〉３ ２ めあてを確認する。 くときのめあてについて掲示物を使っ 関・意・態
分 て確認させる。

３ 前時聞いたグループはブック ・ブックトークの準備をうまくいってい ☆進んで準備に
トークを行う準備をする。 るか確認し，用意できていないグルー 取り組んでい
前時でブックトークを終えたグ プを支援する。 るか。

〈 〉ループはワークシートを持って 関・意・態
聞く準備をする。 ・楽しんでブッ

クトークがで
展 きたか。

〈 〉関・意・態
・本のおもしろ
さが伝わるよ
「 」うな テーマ

に合ったブッ
クトークがで
きたか 〈話。

〉開 す・読む能力
・ブックトーク
を聞いて本の

・１回８分の時間を守らせるため，区切 おもしろさや
り ご と に 音 を 出 し て 時 間 を 知 ら せ る 。 友 達 の い い と
（演じ手への支援） ころを見つけ
・時間内にできなかった，小物がうまく ることができ
活用できなかったなどの反省を次のブ たか。

〈 〉ックトークに生かせるように声掛けや 聞く能力
支援をする。 ☆ワークシート
・よりよくブックトークをできるように
めあてを再確認させる。 ・自分の考えや
（聞き手への支援） 感想を発表で
・発表が苦手な子も自分の思いや考えを きたか。37

（ ）分 ７ ４～６の活動をあと３回繰り 話せるよう，ワークシートの内容に目 話す能力
返す。 を通し，声掛けをする。

終
結 ８ 学習のまとめ 授業を振り返って自分が考えたり，感じ ・今日のめあて

・ふりかえりカードに記入する。 たことをワークシートに書きましょう。 を達成できた
５ ・今日の授業を振り返って感想を ○書く視点を例を挙げて示す。 か。
分 発表する。 ○ワークシートの中からいくつか発表さ ☆ふりかえり

せ ， 学 習 を ま と め る 。 カ ー ド

４（演じ手）
ブ ッ ク ト ー ク を す る 。
（ 聞 き 手 ）
ブックトークを聞く （５分）。

５（演じ手）
今回の反省をし，次回に生かせ
るようにする。
（ 聞 き 手 ）
ブックトークを聞いて，お話の
おもしろさや友達のブックトー
クのよさや読みたくなった本を
ワ ー ク シ ー ト に 記 入 す る 。

（２分）
６（演じ手）
発表を聞き，自分たちのブック
トークについて感想を聞く。
（ 聞 き 手 ）
自分の考えや感想を発表した
， 。り 友達の考えを聞いたりする

（２分）

場 の 設 定

聞き手は
→→移動→→

←
←
←
←

→
→
→
→

← ← ← ← ←

演 じ 手

聞 き 手
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� 結果と考察

検証１

【 】アンケート調査の結果，何割の児童がテーマに合った本を選ぶことができたと考えて結果

いるか， さん， さんはそれぞれのテーマのもと，どの様な本を読み広げることができたかA B

で検証する。

【 】考察

図９より， ％の児童がテーマに合った本を選ぶことができたと考えている 「選べなか90 。

った」という ％の児童に話を聞いてみると 「自分で見つけた本は，グループでブックト10 ，

ークする本に選ばれなかった」という理由から否定的だった。しかし，個人で本を選ぶ段階

ではテーマに合った本を選択することができたので，その ％の児童もテーマに合った本10

を選択することができたと考えられ，全員がテーマを意識し，本を選択しているといえる。

図 の さんは，事前のアンケートで本が好きだと答えている児童であり，４月から９10 A

月までの半年の間に 冊読んでいる。本校では第３学年の一年間の目標冊数が 冊であ129 80

り，十分に校内読書冊数目標を達成している。しかし， さんのこれまでの読書傾向を見てA

みると，物語的な読み物に偏っていた。そこでブックトークをきっかけに「言葉」をテーマ

に本を読み広げ，言葉の繰り返しとリズムを楽しむ『これはのみのぴこ』や言語図鑑である

『うごきのことば』という本まで幅広く読むことができた。また さんは「自然」をテーB

マに本を選び，以前から大好きな動物の本だけではなく 『あまいみずからいみず』のよう，

な科学的な本にも関心を持って読み広げることができた。

これらのことから，ブックトークを取り入れ，テーマを自己選択させたことで，目的意識

が高まり，今までとはちがう視点から本を選び，読み広げることができたと捉えられる。

検証２

11 12【 】 ，結果 表２は全８グループのテーマと紹介した本や方法をまとめたものであり 図 ・図

はブックトークのシナリオである。それぞれの紹介したい本のよさについてどのように捉えて

ブ ッ ク ト ー ク の シ ナ リ オ を 作 成 さ せ る こ と に よ っ て ， 本 を 紹 介 す る た め に じ っ く り

読 み ， 本 の よ さ に ふ れ さ せ る 。

図９ テーマにあった本を選

べたと考える児童の割合

選べた　９０％

選べない１０％

ブックトークを行うという目的意識のもとに，テーマを持たせ，テーマに合った本を

読 み 広 げ さ せ る 。

Aさん（テーマ・言葉）

本の名前

これはのみのぴこ１

おはなしぽっちり２

あした３

あいうえおっとせい４

いちば５

いっぽんばしわたる６

うごきのことば７

おうむはことばがわかる８

かくされたことば９

Bさん （テーマ・自然）

本の名前

はくちょうこ１

オニヤンマ２

さるとかえるのもちころがし３

アゲハモンシロチョウ４

アサガオ５

あばれ川とたたかう６

あまいみずからいみず７

あるくやまうごくやま８

くっつくふしぎ９

図 1 0 各 テ ー マ で 読 み 広 げ た 本
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いるかで検証する。

図 の さんは，図書室に行っても「借りる本がない」と本を手に取ることが少なく，事12 C

前のアンケートでも読書に対して「めんどうだ 「時間がもったいない」と書いている児童で」

ある。テーマは「動物」とすぐ決まったが，本はなかなか選ぶことができなかった。しかしブ

ックトークをするという目的に向かって８冊の本を読み，納得のできる本を見つけ，シナリオ

は一気に書き上げることができた。

【 】考察

ブックトークをするためには，本をじっくり読み，内

容のよさを感じることが必要になる。表２より，各グル

ープがブックトークをするためにそれぞれのテーマのも

とに本を選び，少ないグループは２冊，多いグループで

は６冊の本を読むことができた。

図 の１グループは，シリーズで６冊の本を紹介し11

ている。まず，この物語の始まりである主人公のメイ

とおおかみのガブの出会いのおもしろさを表現してい

る。また，６冊の各本の要所をまとめ，紹介している

ことから，本を読み深め，それぞれの本の中心になる

部分を捉えることができたと言える。

読書に対して苦手意識のある図 の さんは 「キ12 C ，

ツネのかみさま」の本に出会い，キツネと女の子の同

テーマ 紹 介 し た 本 方 法グル

ープ

１ 動 物 あ ら し の よ る に ， あ る は れ た 日 に ， ど し ゃ ぶ り の 日 に ， O H P

き り の な か で ， く も の き れ ま に ， ふ ぶ き の あ し た

２ ３ び き の か わ い い オ オ カ ミ ， 動 物 図 鑑 ， う み き り ん ク イ ズ

３ 月 か ら き た う さ ぎ ， ゆ め い っ ぱ い の 大 工 さ ん ， キ ツ ネ の か み さ ま す ご ろ く

４ き つ ね は ま な す の お か の き た き つ ね ， と も だ ち や ， ハ ガ ネ の 歯 読 み 聞 か せ

５ ぶ ど う 畑 の あ お さ ん ， あ し た も と も だ ち ペ ー プ サ ー トおおかみ

６ 海 に じ い ろ の さ か な ， さ か な の く ら し ペ ー プ サ ー ト

登場人物の紹介７ ふしぎ 不思議な木の実の料理法，真夜中の魔女の秘密，はじまりの樹の神話

８ 作 者 ア リ バ バ と ４ ０ 人 の 盗 賊 ， １ １ ぴ き の ね こ ， 人 気 ラ ン キ ン

（馬場 ぶどうばたけのアオさん，１１ぴきのねことへんなねこ， グ

のぼる） １１ぴきのあほうどり，１１ぴきのねことぶた ペープサート

表２ グループによるブックトーク

私 た ち の グ ル ー プ は 動 物 と い う テ ー マ で ブ ッ ク ト ー ク を し ま す 。 さ い し ょ は ， あ ら し の よ る に シ リ ー

ズ を し ょ う か い し ま す 。 と て も か な し い 本 で す よ 。 読 ん で み て く だ さ い 。

【 あ ら し の よ る に 】 や ぎ の メ イ と ， お お か み の ガ ブ が ， あ ら し の よ る に ， 友 だ ち に な る 所 で す 。

【 あ る は れ た 日 に 】 ガ ブ が メ イ の 耳 を か じ ろ う と す る け ど ， が ま ん す る 所 で す 。

【 く も の き れ ま に 】 ガ ブ が メ イ の 先 ぱ い を か じ ろ う と す る け ど ， メ イ が 先 ぱ い を ま も る 所 で す 。

【 き り の な か で 】 バ リ ー が メ イ を お そ う け ど ， ま ん な か に 岩 を お と す と こ ろ で す 。

【 ど し ゃ ぶ り の 日 に 】 ガ ブ と メ イ が な か ま た ち か ら ， ひ き は な さ れ る 。

【 ふ ぶ き の あ し た 】 ガ ブ が メ イ を ま も る た め に ， ガ ブ は さ い ご の ち か ら を ふ り し ぼ っ て が ん ば っ た

と い う 話 で す 。

図 1 1 １ グ ル ー プ の シ ナ リ オ

ぼくのしょうかいする本は『キ

ツ ネ の か み さ ま 』 と い う 本 で す 。 キ

ツ ネ と 人 間 が な わ と び を す る こ と に

な り ま す 。 な ん と キ ツ ネ に も り え と

い う 子 が い て 人 間 に も り え と い う 女

の 子 が 出 て く る の で す 。 お も し ろ い

本 な の で 読 ん で み て 下 さ い 。

図 1 2 ３ グ ル ー プ の C さ ん の

シ ナ リ オ

写 真 ペ ー プ サ ー ト で ブ ッ ク

ト ー ク を し て い る 様 子
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じ名前による関わりに，おもしろさを感じたようだ。授業中にも「本は読まないと意味がない

よ」という発言も聞かれ，事後のアンケートでは読書に対して「楽しい気持ちやうれしい気持

ちになる」と回答していた。

以上のことから，ブックトークをするためにシナリオを作成させることによって，本をじっ

くり読み，そのよさにふれることができたと捉えられる。

検証３

【結果】 ブックトーク発表会において，感想を話したり質問をしたりする交流の時間を設定

した。図 は２・５グループのブックトークを終えての感想とそれを聞いたグループの感想13

による交流の様子である。図 は，ブックトークを終えての７グループの さんの感想であ14 F

る。図 は学級 名が，ブックトーク前後で読書に対する意識がどう変わったのかについて15 30

アンケートを取った結果である。以上の３点から相互交流することによって読書の意欲が培わ

れ，本と出会う機会をつくることができたか検証する。

【 】考察

図 は，ブックトークを聞いた児童の感想である。図鑑の１ページを取り上げて紹介した13

本のよさを伝えられた喜びや互いの良さや思いに気付くような相互交流を工夫することに

よ り ， 読 書 の 意 欲 が 培 わ れ ， よ り よ い 本 と 出 会 う 機 会 を つ く る 。

図14 ブックトークを終えてFさんの感想

私は，ふしぎというテーマでブックトークをし

ました。さいしょ，けっこうながいなぁーと思っ

たけど，読むとおもしろいなぁと思い 「こそあど，

の森の物語」シリーズの３さつをしょうかいしま

した。げんじつにはありえない話だけど，なんだ

か，ゆめの中では，本をよんでいるだけなのに，

本の世界に入って，ストーリーをそうぞうしてい

ます。わたしは，この本にでてくる人は，みんな

ゆかいで，この本にでてくる人はぜんいん大好き

です。わたしは，この「こそあどの森の物語」を

しょうかいしてとってもよかったなぁと思いまし

た 。

ブックトークを行った２グループの感想 （ ブ ッ ク ト ー ク を 行 っ た ５ グ ル ー プ の 感 想 ）（ ）

・きにいってくれた本があったからう ・ぼくは，11ぴきのねことへんなねこでブックトーク
， 。れしかったです。 をして みんな読みたいきもちになったと思います

・この本のおもしろかったところはう やっているぼくたちも読みたくなりました。
みきりんはふじさんの高さの３倍で
す 。 み な さ ん も 読 ん で み て ね 。

５ グ ル ー プ の ブ ッ ク ト ー ク を 聞 い た 感 想 ）

へ ん な ね こ が ， う ち ゅ う か ら き た ね こ が い る な ん て・

本 で み た こ と も な い し お も し ろ い で す 。 ぼ く も 1 1 ぴ（ ）２グループのブックトークを聞いた感想

・どうぶつワールドの人たちどうぶつ きのねこを読みたいです。
ずかんがこんなにわかりやすいんだ ・へんなねこがよろこんで，さくらいろになったと
な ぁ と 思 い ま し た 。 ろ が お も し ろ か っ た で す 。
・とてもおもしろかったです。読みた ・11ぴきのねこが，へんなねことなかよくなったこ
く な り ま し た が お も し ろ か っ た で す 。。

図 1 3 ブ ッ ク ト ー ク を 行 っ た グ ル ー プ と 聞 い た グ ル ー プ の 感 想

図 1 5 ブ ッ ク ト ー ク 前 後 に お け る 読 書 に
つ い て の 意 識 調 査
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２グループに対して「ずかんがこんなにわかりやすいんだと思った 「読みたくなった」とい」

う内容の感想を伝えた 「きにいってくれた本があったからうれしかったです」と２グループ。

も本のよさを伝えられた喜びを味わっている。

また図 の５グループでは，聞いた児童の感想で「へんなねこがよろこんでさくらいろに13

なったところ 「へんなねことなかよくなったところ」におもしろさを感じたことや 「ぼく」 ，

も読みたい」から本のよさが伝わったことがわかる。ブックトークを行った５グループも「み

んな読みたい気持ちになったと思う。やっているぼくたちも読みたくなった」と満足感を得る

ことができた。

図 の さんは，ふしぎというテーマで本を選んでいたが 『こそあどの森の物語』とい14 F ，

う本に出会い 「先生，とってもおもしろい本を見つけたよ 「おうちに帰ってもずっと読ん， 。」

でしまうくらい読みたくなるんだよ 」と話していた。楽しい本を友だちに紹介するという目。

的を持ってブックトークをし，読書に対する気持ちが「ふつう」から「大好き」に変わった。

内容も事前は「読み聞かせなら好き 「誰かと一緒に読むのは好き」から 「おもしろい 「本」 ， 」

当にはおこらないことも書いてあるから楽しい」と変容した。

15 15図 よりブックトークを行うことによって，読書に対する意識が「大好き 「好き」が」

名から 名に増え，なかでも「ふつう」と答えていた児童のうち，７名が「大好き 「好き」23 」

に変わったことがわかった。また，ブックトークをする前には「読書がきらい」と答えていた

２名の児童が，ブックトーク後は「ふつう 「あまり好きではない」に変わり 「きらい」と」 ，

いう答えた児童がいなくなったという結果から，学級全体として読書に対する意識が高まった

と言える。これはブックトークを行うことによって，本のよさにふれ，読み味わうことができ

たからと考える。

以上のことから相互交流を工夫することによって，伝えたい思いが達成できたと満足感を得

られると共に，読書意欲が培われ，本との出会いをつくることができたと考えられる。

� 研究の成果と課題

１ 成果

( )ブックトークを工夫して，取り入れることにより，幅広く本に親しませ，本のよさを味1

わわせることができた。

( )ブックトークを中心とした単元を構成することができた。2

２ 課題

読書の習慣化を図るような指導の工夫。
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